
 

 

●中国人作家およびメディアの招へいについて 
 

～ 現代中国文学を代表する作家莫言氏と取材団を北海道に招へいし，中
国で旅のエッセイ等を出版 ～ 

 

経済発展が著しい中国では、現在一部地域で訪日団体観光ビザが解禁されており、今後、

多くの観光客の来訪が期待されています。 

これらを踏まえ、札幌市では、中国からの観光客誘致策の一環として、この年末年始の

期間「中国人作家およびメディア招へい事業」を実施します。 

招へいするのは、現代中国文学を代表する作家で、映画「紅いコーリャン」の原作者と

しても知られる莫 言（ばく・げん）氏らの取材団で、札幌をはじめ、道東・道南地域も

訪問し、冬の北海道の魅力と年末年始の日本の風習を、著名人の目を通して中国の一般の

方に紹介してもらおうとするものです。 

一行の帰国後、来春ころ、莫 言氏による旅のエッセイ（文芸本）が出版されるほか、同

行取材団により、中国の高級旅行雑誌や新聞にも、ビジュアルを重視した特集記事を掲載し、

北海道・札幌のイメージを発信します。 

 

１ 実施期間 

平成１６年１２月２６日（日）～平成１７年１月５日（水）【１１日間】 

２ 行程（予定） 

日  程 内   容 札幌市内取材予定箇所 

12 月 26 日（日）
札幌市内取材 大倉山ｼﾞｬﾝﾌﾟ競技場 

※ 11:00 頃 取材対応可（予定） 

北海道開拓記念館 

12 月 27 日（月）
市長主催歓迎昼食会、札幌市内取材 時計台、大通公園、北海道庁

旧本庁舎、北海道大学 など 

12 月 28 日（火） 門別町牧場、襟裳岬等取材  

12 月 29 日（水） 釧路湿原、阿寒湖等取材  

12 月 30 日（木） 農家訪問、知床等取材  

12 月 31 日（金） 札幌市内年越し風景取材 COUNT DOWN SAPPORO など 

1 月 1 日（土）
札幌市内正月風景取材 北海道神宮（初詣） 

藻岩山（初日の出）など 

1 月 2 日（日） 当別町、定山渓取材 定山渓温泉街 

1 月 3 日（月）
冬の遊び体験 
函館市内取材 

札幌国際スキー場 

1 月 4 日（火） 函館市内、洞爺湖等取材  

1 月 5 日（水） 登別取材、帰国  



 

 

３ 取材団 

１４人（莫 言氏、記者、編集者、カメラマン、通訳等） 

４ 共催 

  北海道運輸局、北海道観光連盟、北海道新聞社、ＪＴＢ協定旅館ホテル連盟北海道支

部連合会 

５ 莫 言氏略歴 

1956 年中国山東省の農村に生まれる。牛飼い、臨時工などを経て、1976 年中国人民解

放軍に入隊。 

1985 年『透明な赤蕪』でデビュー。1986年『赤いコーリャン』（邦訳・岩波現代文庫）

が張 藝謀(ﾁｬﾝ・ｲｰﾓｳ）監督により映画化され、1988 年ベルリン映画祭で金熊賞を獲得。

翌春公開の日本でもセンセーションを巻き起こし、原作の小説家としても広く知られる

ようになる。現代中国文学の旗手として海外でも高い評価を受け、現在、中国で最もノ

ーベル賞に近い作家とも言われている。 

代表作は、『白檀の刑』（邦訳・中央公論社）、『至福の時』（邦訳・平凡社）など多数。 

1999 年、2003 年に訪日経験があり、北海道の旅は長年の夢でもあるという。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【問い合わせ先】 

観光コンベンション部観光企画課 

浅村、引地(ﾋｷｼﾞ) ℡211-2376 

 


